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耐熱指標 280℃の高耐熱エナメル電線（IMW-AD 1.0）の宇宙機器への適用可否を評価するため、５ＭＧｙ

のγ線を照射し、放射線劣化を評価した。その結果、可とう性、耐熱衝撃に顕著な特性劣化が見られ、長期間

宇宙空間に曝露する稼動部や熱衝撃を受ける機器への使用には注意を払う必要があることが分った。 
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１．目的 

高耐熱エナメル電線の宇宙機器への適用可否や残存寿命を評価するため、放射線照射による劣化特性を高

い定量性で明らかにする。本研究成果により、宇宙における放射線場で長期間使用可能な高信頼性の電線材料

のデータを取得することができ、ひいては宇宙開発や衛星通信分野等の進展に寄与する。 

２．方法 

宇宙における放射線環境を模擬するため、コバルト 60γ線照射場にて高耐熱エナメル線に対して５MＧｙ

の放射線を照射した。放射線劣化挙動を調べるため、照射後、JIS C3003 に基づく機械的、電気的特性を調べ

た。 

３．研究成果 

放射線照射耐熱エナメル線と未照射耐熱エナメル線に対して、(1)寸法、(2)密着性、(3)均一性、(4)可とう性、

(5)耐熱衝撃、(6)絶縁破壊、(7)耐熱劣化、(8)耐軟化、(9)伸び、(10)耐磨耗、(11)耐溶剤を評価した結果、放射

線照射後に密着性、可とう性、耐熱衝撃、絶縁破壊電圧、耐熱劣化に関して特性低下傾向が認められた。一方、

軟化温度は上昇傾向が認められた。変化した特性の内、規格を外れたのは、可とう性、耐熱衝撃であり、導体

が見える亀裂を生じた。放射線照射後、密着性、可とう性、耐熱衝撃性の低下は未照射品と比較して皮膜が硬

く、脆くなった可能性がある。また放射線照射前後で軟化温度の上昇傾向が認められたが、放射線照射により、

皮膜樹脂の架橋反応が進行している可能性がある。 
４．結論・考察 

以上の結果から、耐熱エナメル線に放射線照射後の特性に関して、非照射品と比較して皮膜が硬く、脆く

なる傾向や皮膜樹脂の架橋反応の進行に伴うものと予測される軟化温度の上昇がみられたが、可とう性、耐熱

衝撃を除き規格値を外れる極端な特性低下は認められなかった。 

従って、高温エナメル線の宇宙空間に曝露する宇宙機器への使用に関しては、稼動部や熱衝撃を受ける機

器への使用には耐放射線対策を施す等注意を払う必要がある。 
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